GCOE 人材育成自由企画B『リーフ・フェノロジー研究における野外・実験データと数理モデルの統合と発展－若手研究者の視野拡大と研究の統合的発展に向けて』
募集要項

近年の地球環境変化にともなって、陸域の植物とりわけ樹木の二酸化炭素吸収能に注目が集まっている。植物個体が光合成によって二酸化炭素をどれだけ吸収するかは、それぞれの植物個体の葉の量、個葉の二酸化炭素吸収能力、葉をいつ開き、いつ落とすか（リーフ・フェノロジー）が相互に関わっている。また、地球上でいつ、どれだけ葉がついているのかを決定する常緑性と落葉性の分布は、生態学、生物地理学、環境学など様々な分野の研究者たちの興味を惹いてきた。常緑性植物は、主に低緯度と高緯度地域を優占し、落葉性植物は中緯度に分布の中心がある。したがって、全球レベルでの二酸化炭素貯蔵能や一次生産を定量化するには両タイプの地理分布、および気候変動による地理分布ダイナミクスを考慮する必要がある。では、この分布ダイナミクスを決定する環境要因は何か？という疑問に応えるため、二十世紀後半リーフ・フェノロジーの種間、環境間変異を、葉による炭素収支の最適化の結果として説明する基本的な理論モデルが提案された（Chabot & Hicks 1982; Kikuzawa 1991）。近年、基本モデルを改変し、モデルによる常緑性・落葉性分布の予測性の向上が図られるようになった。一方、野外観察や実験でリーフ・フェノロジーに関する新しい知見が蓄積しつつある(Cordell et al. 2001, Mediavilla & Escudero 2003, Reich et al. 2009 他多数)。

そこで、本企画では、野外観察や操作実験で得られた新知見を応用性の高い数理モデルに取り込み、地球温暖化等の環境変動に対する森林生態系の応答を予測可能にするために、異なるレベルで活躍する研究者による擦り合わせを行う。参加者に総合的な視野を持って応用への道筋を検討する経験の場を提供する。

日時：
2010年10月24日(日)～26日(火)

場所：
北海道大学北方圏フィールド科学センター・苫小牧研究林(TOEF)

予定講演者：

及川真平(東京農業大学・博士研究員)、長田典之(京都大学・博士研究員)

小野清美(北海道大学低温研・助教)、Onno Muller (北海道大学TOEF・博士研究員)

神山千穂(東北大学・博士後期課程)、黒川紘子(東北大学・GCOE特任助教)

小山耕平(石川県立大学・博士研究員)、塩寺さとみ(北海道大学サステナビリティー・博士研究員)
高田壮則(北海道大学地球環境科学研究院・教授)、永野聡一郎(東北大学・博士後期課程)

宮沢良行(九州大学・博士研究員)
内容：
リーフ・フェノロジー研究に関するセミナーを合宿形式で開催する。セミナーでは基礎から最新のリーフ・フェノロジー研究を取り上げる。参加者はリーフ・フェノロジーに関する研究を網羅的に学ぶことができる。講演タイトル(仮)の一部は以下の通り。

・葉寿命は樹木の生長に寄与するのか？影響される過程とされない過程の特定
・葉群動態（植物１個体上の葉の集団）の幾何学的相似形モデルと動物個体群理論との接点

・葉のCost-Benefit modelの基礎と応用
・最適葉寿命計算の新基準の提案
・What are the consequences for leaf lifespan when optimal use of leaf nitrogen explains seasonal change in leaf nitrogen content of an understory evergreen shrub.
・異なる光・温度・栄養供給下におけるミズナラ当年生実生の葉の老化過程
24日は13時から苫小牧研究林の講義室でセミナーを開始します。車での来林が可能です。JRやバスで苫小牧市内に来られる場合は、車での送迎可能ですので、ご相談下さい。26日は13時頃に研究林にて解散予定です。

参加費：

宿泊費・食費込み4,000円(ただし、10/24の夕飯、10/25の朝食は宿舎で出ませんので、別途費用がかかります。)

苫小牧研究林までの交通費は自己負担でお願いします。

募集対象：

環境科学院、および農学院環境資源学専攻の大学院生・PD・教員、農学部の学部生　15名

応募方法：

件名を「リーフ・フェノロジー応募」として、氏名・所属・職名／学年・連絡のとれるメールアドレスを以下のメールアドレスに送って下さい。

応募先：miyamiya(at)ees.hokudai.ac.jp (“at” = @)
  応募締め切り：2010年9月24日(金)　募集人数に達した時点で締め切らせて頂きます。

問い合わせ先：

一日だけしか参加できないが参加したいなど、ご質問がありましたら、遠慮なくお問い合わせ下さい。

宮田理恵(環境科学院生物圏科学専攻・博士後期課程)

E-mail：miyamiya(at)ees.hokudai.ac.jp (“at” = @)
本企画は、グローバルCOEプログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形成」の支援を受けています。
